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故 福 田 良 輔 先 生 遺 影
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献

辞

福
田
良
輔
先
生
み
ま
か
り
給
ひ
て
、
早
く
も
半
歳
あ
ま
り
の
月
日
は
流
れ
ぬ
。
こ
ぞ
の
国
語
国
文
学
総
会
の
折
、
久

か
た
ぶ
り
の
御
臨
席
を

得
て
、
激
励
の
こ
と
ば
な
ど
賜
は
り
、

一
同
そ
の
慈
な
き
御
帰
福
と
再
会
を
喜
び
て
、
盃
を
あ
げ
し
こ
と
ど
も
、
思

へ
ば
昨
日
の
ご
と
し
。
然

る
に
は
か
ら
ざ
り
き
、
そ
の
時
、
病
魔
す
で
に
先
生
の
身
に
迫
れ
り
と
は
。

夏

の
末
つ
方
よ
り
、
御
不
調
日
に
け
に
増
さ
り
、
九
州
大
学
付
属
病
院
放
射
線
科
に
入
院
せ
ら
れ
て
よ
り
、
秋
の
た
く
る
ま
ま
に
、
も
は
ら

療
養
に
つ
と
あ
ら
れ
し
も
、
つ
ひ
に
そ
の
効
な
く
、
師
走
朔
日
の
暮
霜
と
共
に
、
天
の
召
さ
る
る
と
こ
ろ
と
な
り
給

ひ
き
。

先
生
か
ね
て
よ
り
、
こ
の
日
の
こ
と
を
予
知
せ
ら
れ
た
る
に
や
、
御
近
親
を
は
じ
め
、
予
の
ご
と
き
者
を
も
、
そ
の
枕
辺
に
呼
ば
せ
ら
れ
、

後
の
こ
と
な
ど
、
し
か
と
の
た
ま
ひ
置
き
、
従
容
と
し
て
、
今
は
の
き
は
に
臨
み
給
ひ
し
な
り
。
げ
に
、
う

つ
そ
み

の
人
の
世
は
、
空
し
く
は

か
な
き
も
の
と
の
み
思
ひ
知
れ
ど
、
そ
を
処
し
て
、
学
問

一
途
に
貫
き
給
ひ
し
御
生
涯
の
、
尊
く
も
ま
た
偉
な
る
か
な
。

先
生
在
世
の
頃
、
宴
席
な
ど
に
て
、
楽
し
み
余
れ
ば
、
し
ば
し
ば

「
五
木
の
子
守
唄
」
と
て
、
方
言
ま
じ
り
の
民
謡

ひ
ね
り
出
だ
し
、
歌
ひ

給
ひ
し
く
、

お
ど
ん
が

う

っ
ち
ん
ち

ゅ
う
て

だ
い
が

泣
い
ち
く
り

ゅ
う
か

裏
の
松
山

蝉
が
鳴
く

と
。
そ
の
み
声
の
わ
か
わ
か
し
く
、
ま
た
御
そ
ぶ
り
の
稚
気
に
溢
れ
た
る
に
、
満
座
ひ
と
た
び
は
、
興
に
入
る
こ
と
限
り
な
か
り
し
か
ど
、
ふ



と
そ

の
歌
詞
の
虚
無
惨
澹
た
る
に
思
ひ
到
り
て
、
頭
を
垂
れ
し
者
、
独
り
予
の
み
に
は
あ
ら
ざ
り
け
ら
し
。
然
る
に
先
生
逝
か
せ
給
ひ
て
、
蓬

菖
の
折
、
会
衆

一
同
の
泣
血
哀
働
し
て
、
お
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
り
し
は
、
ま
こ
と
悲
し
き
が
中
に
、
羨
し
く
も
あ
る
か
と
さ
へ
お
ぼ
え
て
、

さ
ら

に
感
慨
新
た
な
り
き
。

世
俗
、
去
る
者
は
日
々
に
疎
し
と
か
い
へ
ど
、
し
か
も
追
慕
の
念
止
み
が
た
き
者
、
こ
こ
に
集
ひ
て
、
お
の
お
の
論

考
を
寄
せ
、
こ
れ
を
語

文
研
究
の

一
巻
と
な
し
、
謹
み
礼
ま
ひ
て
、
御
霊
の
前
に
献
げ
む
と
す
。
翼
は
く
は
、
先
生
、
幸
ひ
に
予
等
が
微
衷
を
諒
と
せ
ら
れ
、
遙
か
に

天
翔
り
来

っ
て
、
親
し
く
み
そ
な
は
さ
む
こ
と
を
。

昭
和
四
十
九
年
七
月

一
日

代

表

春

日

和

男



故

福

田

良

輔

博

士

略

歴

明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
八
日

大
正

十

一

年

三

月

大
正

十

五

年

三

月

昭
和

四

年

三

月

昭
和

四

年

四

月

昭
和

十

五

年

十

月

昭
和

十

八

年

二

月

昭
和

二

十

一
年

一

月

昭
和

二

十

一
年

六

月

昭
和

二

十

三

年

四

月

昭
和

二

十

三

年

六

月

昭
和

二

十

五

年

七

月

昭
和

二
十

八

年

四

月
=

昭
和

三

十

七

年

三

月

昭
和

四

十

三

年

三

月

福
岡
県
久
留
米
市
諏
訪
野
町
二
二
一二
八
番
地
に
生
ま
れ
る
。

福
岡
県
立
中
学
明
善
校
卒
業
。

弘
前
高
等
学
校
文
科
甲
類
卒
業
。

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
。

台
北
帝
国
大
学
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
政
学
部
国
語
学
国
文
学
第

一
講
座
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

台
北
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
政
学
部
国
語
学
国
文
学
第
一
講
座
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

台
北
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
政
学
部
国
語
学
国
文
学
第
一
講
座
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
二
十

一年
勅
令
第
二
八
七
号
に
依
り
退
官
。

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
お
け
る
国
語
学
の
講
義
を
嘱
託
せ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
法
文
学
部
国
文
学
講
座
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
学
部
国
文
学
講
座
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
教
授

(文
学
部
)
に
配
置
換
え
せ
ら
れ
る

(新
制
)
。

大
学
院
文
学
研
究
科
指
導
教
官
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

九
州
大
学
教
授

(文
学
部
)
に
併
任
せ
ら
れ
る

(旧
制
)
。

文
学
部
国
語
学
国
文
学
第

一講
座
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
る

(新
制
)
。

京
都
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
。

停
年
に
よ
り
九
州
大
学
を
退
官
す
る
。



昭
和

四

十

三

年

四

月

昭
和

四

十

三

年

四

月

昭
和

四

十

八

年

四

月

昭
和
四
十
八
年
十
二
月

(
一
日
)

昭
和
四
十
八
年
十
二
月

(七
日
)

青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授
の
職
に
就
く
α

九
州
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
せ
ら
れ
る
。

九
州
産
業
大
学
教
授
の
職
に
就
く
。

消
化
器
系
癌
疾
患
の
た
め
、
九
州
大
学
付
属
病
院
放
射
線
科
に
て
逝
去

(享
年
六
十
九
才
)
。

正
四
位
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
贈
ら
れ
る
。

バ
プ
テ
ィ
ス
ト
福
岡
東
教
会
に
お
い
て
告
別
式
。



故

福

田

良

輔

博

士

研
究

著

作

目

録

大
伴
家
持
の
修
辞
研
究

勢
語
中
の
疑
問
の
歌
三
首

・
業
平
伝
説
化
序
説

万
葉
集
巻
四
後
人
追
加
同
歌
作
者
考

ー
付
巻
三
国
歌
大
観
番
号
四

=

和
歌
者
考
ー

万
葉
作
者

「今
城
王
」
考

源
氏
物
語
帯
木
巻
冒
頭
の

「さ
る
は
」
に
就
い
て

長
沢
伴
雄
の
枕
草
子
研
究
と

一
異
本

書
紀
に
見
え
て
ゐ
る

「之
」
字
に
つ
い
て

万
葉
集
の

「之
」
字
の
訓
に
つ
い
て

二
つ
の
古
事
記
頭
書

伊
勢
物
語
の
民
謡
性

王
朝
文
化
と
伊
勢
物
語

青
年
時
代
の
長
沢
伴
雄

神
田
本
伊
勢
物
語
愚
見
抄
に
就
い
て

明
治
初
期
の
国
字
問
題
に
つ
い
て

ー
維
新
前
後
よ
り
明
治
十
年
ま
で
1

文
脈
中
に
於
け
る
指
示
す
る
語
の
語
性
転
移
に
つ
い
て

ー
そ
れ
は
を
め
ぐ
り
て
ー

万
葉
集
用
字
法
の
借
訓
の
用
字
意
識
に
つ
い
て

(上
)

万
葉
集
用
字
法
の
借
訓
の
用
字
意
識
に
つ
い
て

(下
)

国
語
国
文
の
研
究
二
十
二
号

言

語

と

文

学

一
輯

言

語

と

文

学

四

輯

言

語

と

文

学

六

輯

国
語
国

文
二
巻
十
号

国

語
国

文
三
巻
六
号

愛

書

第

二

輯

台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部

文
学
科
研
究
年
報
第

一
輯

京
都
帝
国
大
学
国
文
学
会
二
十
五
周
年

記
念
論
文
集

星
野
書
店

文

学

三

巻

四

号

国

語
国
文

六
巻

一
号

台

北
文
学

一
巻
六
号

愛

書

第

八

輯

愛

書

第

九

輯

国
語
国
文
七
巻
十
二
号

台

大
文
学

三
巻

三
号

原
生
林

原
生
林

昭
和

三

年

七
月

昭
和

五

年

一
月

昭
和

五

年

十
二
月

昭
和

六

年

六
月

昭
和

七

年

十
月

昭
和

八

年

六
月

昭
和

九

年

七
月

昭
和

九

年

九
月

昭
和

九

年

十

一
月

昭
和

十

年

四
月

昭
和

十

一
年

一
月

昭
和

十

一
年

十
二
月

昭
和

十
二

年

一
月

昭
和

十
二

年

五
月

昭
和

十
二

年

十
二
月

昭
和

十
三

年

一
月

昭
和

十
三

年

六
月

昭
和

十
三

年

九
月



法
隆
寺
釈
迦
仏
造
記
中
に
見
え
た
る

「鬼
前
大
后
」
管
見

上
代
に
於
け
る

「所
」
字
の
特
殊
的
用
法
に
つ
い
て

古
今
集
和
歌
の
排
列
基
準
と
し
て
の
美
意
識

台
湾
国
語
問
題
覚
え
書

古
事
記
表
記
の
不
統

一
に
つ
い
て

古
事
記
の

「為
」
字

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て

(上
)

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て

(中
)

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て

(下
)

伊
勢
物
語

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
に
関
す
る
諸
問
題

-
亀
井
孝
氏
・
金
田
一
博
士
の
批
判
に
答
え
つ
つ
i

国
語
の
研
究
史

安
藤
正
次
編

『国
語
の
概
説
』

東
人
と
万
葉
集
の
東
歌

万
葉
集
講
座

第
四
巻

仮
名
字
母
よ
り
見
た
る
万
葉
集
巻
十
四
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

文
の
陳
述
性
に
つ
い
て

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
の
作
者
の
複
数
性
に
つ
い
て

古
代
語
法
存
疑
ー
工
列
音
の
連
体
形
ー

古
代
語
法
存
疑
-
久
語
法
に
つ
い
て
1

巻
十
四
万
葉
集
訓
詰

万
葉
集
大
成
四

訓
詰
篇

東
歌
の
語
法

万
葉
集
大
成

六

言
語
篇

校

異

略

解

台

大
文

学
四
巻
四
号

安
藤
教
授
還
暦
祝
賀
記
念
論
文
集

台

湾

(歌

誌
)

台

大
文
学

六
巻

三
号

台

大
文

学
七
巻
五
号

国
語
国
文
十
六
巻
三
号

文

学
研

究
三
十
七
輯

文

学
研

究
三
十

八
輯

文

学

研

究

四

十

輯

永

田

書

店

文
学

研

究
四
十

二
輯

明

治

書

院

創

元

社

万

葉

五

号

国
語
国
文
二
十

一
巻
九
号

文
学

研
究

四
十
四
輯

文
学

研
究

四
十
六
輯

(九
州
大
学
文
学
部
紀
要
二
巻
)

文
学
研

究
四
十

八
輯

文

学

研

究

五

十

輯

平

凡

社

平

凡

社

昭
和

十
四

年

九
且

昭
和

十
五

年

二
月

昭
和

十
五

年

六
月

昭
和

十
六

年

七
月

昭
和

十
八

年

三
月

昭
和
二
十
二
年

四
月

昭
和
二
十
三
年

十
二
月

昭
和
二
十
四
年

十
二
月

昭
和
二
十
五
年

十

一
月

昭
和
二
十
五
年

七
月

昭
和
二
十
六
年

十

一
月

昭
和
二
十
七
年

四
月

昭
和
二
十
七
年

九
月

昭
和
二
十
七
年

十
月

昭
和
二
十
七
年

十
月

昭
和
二
十
七
年

十

一
月

昭
和
二
十
八
年

八
月

昭
和
二
十
九
年

二
月

昭
和
二
十
九
年

三
月

昭
和
二
十
九
年

十
二
月

昭
和

三
十

年

二
月

昭
和

三
十

年

五
月



古
代
日
本

語
の
成
立
過
程

-
弥
生
式
文
化
を
土
台

と
す

る
社
会
変
革
と
の
連
関

に
お

い
て
1

倭
建

の
命

は
天
皇
か
1
古
事
記

の
用
字
法
に
即
し
て
ー

奈
良
時
代
東
国
方
言
と
そ
の
基
層
語

奈
良
時
代
東
国
方
言
の
周
辺

ー
言
語
基
層

・
八
丈
島
方
言

・
補
説
ー

志
賀
白
水
郎
歌
十
首
の
歌
謡
性

ー
憶
良

の
単
独
創
作
説
を
疑

ふ
「

奈
良
時
代
東
国
方
言
の
音
韻
状
態
]
日

東
歌

・
防
人
歌

の
語
法
存
疑

1

「
降
ら
る
」

「
干

さ
る
」
等
の

「
る
」

に

つ
い
て
ー

原
始

日
本
語
の
文
法

日
本
文
法
講
座

3

東
歌
所
出

の
人
麿
歌
集

の
歌
を
め
ぐ

っ
て

古
代

日
本
語
に
現
は
れ

て
ゐ
る
動

詞
型
連
用
形

の
特
殊
形

に
つ
い
て

国
語
学

に
は
ど
ん
な
領
域
が
あ
る
か

陳
述
の
機
能

続

日
本
文
法
講
座

1

古
代
日
本
語

に
お
け
る
接

尾
辞

「
り
」
に

つ
い
て

「
ソ
ダ

タ
キ

・
タ
タ
キ
」
管
見

「
古
事
記
」

の
シ
に
つ
い
て

万
葉
集

の
解
釈
と
文
法
上
の
問
題
点

講
座
解
釈
と
文
法

2

古
代

日
本
語
に
お
け
る
複
語
尾
的
四
段
活

「
る
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